
　2021年策定の長期経営方針では「環境

経営」を全社方針に掲げ、「脱炭素社会」「循

環型社会」「生物多様性」を重点課題に設定

しました。バリューチェーンを活かし、全事業

領域で取り組みを加速しています。

　「脱炭素社会」への貢献を牽引するのが再

生可能エネルギー事業です。2014年の参入

以降、全国301施設（総事業数：2026年3

月現在）を展開し、発電能力は国内トップク

ラスに成長しました。さらに、保有する施設

で使用する電力を100％自社の再エネ電力

に切り替え、2024年に国内事業会社※2とし

て初の「RE100」を達成しました。

　「循環型社会」では、既存建物の構造部分

を活用する「再生建築」に取り組んでいます。

2024年に渋谷で竣工したプロジェクトでは、

新築比でCO2排出量と廃棄物を約9割削減

し、環境負荷の大幅低減を実現させ、また、

グッドデザイン賞も受賞しています。

　「生物多様性」では、広域渋谷圏で建物緑

化を進め、生き物の移動の中継地点となる

エコロジカルネットワークを形成しています。

東急プラザ表参道「オモカド」では、2012年

の開業以来、生態系調査データを蓄積してお

り、それを活かして2023年には不動産業界

初のTNFDレポートを発行しました。

　これら事業活動は一例であり、過去からの

実績と知見の蓄積は、お客さまや外部機関

をはじめとするステークホルダーからの高い

評価につながり、環境先進企業としての自覚

と誇りを私たちにもたらしています。

外部評価の詳細は「サステナビリティサイト」をご参照ください

※1 1998年環境基本理念策定、2011年環境ビジョンに改定
※2 金融機関を除く

創業時からの想いを受け継ぎ、

進化する環境取り組み

当社グループの源流は、渋沢栄一らが緑 

豊かな理想の田園都市をつくるために設立

した「田園都市株式会社」にあります。創業

以来、環境や地域との調和を図るまちづくり

を展開し、1998年に業界でも極めて早く

「環境ビジョン」※1を策定しました。事業活動

を通じて社会課題の解決を図り、持続可能

なまちづくりに挑戦するDNAは、独自の価値

創造として受け継がれ、進化し続けています。

「環境プレミアム」の創出による
高付加価値で
確固たるポジションを築く

東急不動産ホールディングス株式会社
執行役員
グループサステナビリティ推進部
コーポレートコミュニケーション部担当

中野 由美
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独自性の高い「環境プレミアム」を

収益につなげる

私たちがめざすのは、単なる環境貢献にとど

まらない、環境課題解決による新たな価値の

創出です。「中期経営計画2030」では環境

経営を再定義しました。「環境プレミアム」の

創出を掲げ、環境配慮に安心安全・快適性と

いった社会課題解決の要素を掛け合わせ、

独自性の高い付加価値を生み出し、持続的

な成長と収益力向上をめざしています。

　環境課題と事業成長の両立は、すでに成

果として表れています。成長戦略のひとつで

ある再生可能エネルギー事業では、発電所

における開発・発電・運営管理・小売のバ

リューチェーンを構築し、事業を拡大してい

ます。また、オフィスビルでは当社の環境取り

組みに共感していただいた入居企業と協働

で、2026年3月に環境先進パートナーシップ

「team green」を立ち上げました。36社が

参加※3し、入居企業にも応分の負担をいた

だきながら、ともに環境取り組みを加速する

考えです。

　また、国内初の「再生建築ファンド」を組成

し、資金調達を実現しました。築古建物をリ

ノベーションして収益性の高い店舗やオフィ

スへ転換することで、新築と同等の賃料を実

現し、既存ストックの価値向上と経済的循環

を進める画期的な取り組みです。

　リゾート事業でも、環境価値を顧客価値へ

転換する「体験型サステナブルリゾート」を

推進しています。パラオのリゾートホテルで

は海洋生物保護がお客さまの共感を呼び、

東急リゾートタウン蓼科では、ホテルの稼働

率向上に森林保全など環境施策が寄与して

います。生態系保全活動は、その施設やエリ

アの価値向上に直結する取り組みであり、観

光資源として極めて重要です。 P.33

　環境先進の取り組みは、資産価値に加え

て顧客の体験価値や地域価値を向上させる

独自の強みです。これらの「未財務価値」を

磨き上げて「財務価値」へと転換し、収益貢

献と市場における強固なポジションを確立す

る。この「環境プレミアム」の創出を通じ、収

益化を図るとともに企業価値向上を追求し

ていきます。

※3 2026年4月末日現在

未来へ続く価値を創る、

環境経営の実現

当社グループは、未来の主役である小中学

生に向けた環境学習の出張授業を実施して

います。「環境教育サポーター」として多くの

従業員が自発的に参加し、また、表彰制度

「サステナブル・アクション・アワード」には

2025年度に203件の応募がありました。一

人ひとりがオーナーシップを持ち、小さな成

功事例から全社へスケーリングしていく。こ

うした活動を通じ、環境経営が組織文化とし

て深く浸透し、具体的な行動へと結びついて

いることを実感しています。

　人々の価値観が変化する現代社会では、

豊かさや快適性と環境配慮の両立がこれま

で以上に求められています。持続可能な社会

を次世代へ引き継ぐためには、社会システム

の変革とともに、一人ひとりに行動変容を促

すことが不可欠です。

　当社グループはデベロッパーの枠を超え、

再エネなどのインフラを提供し、働く・遊ぶ・

暮らすといった生活のあらゆる場面に関わる

事業を展開しています。お客さまに当社 

グループの施設やサービスを選んでいただ

くことが、環境価値の創出や社会課題の 

解決に直結する。そのような好循環を生み 

出すことこそが、私たちが推進する環境経営

の将来像です。

　当社がめざす「誰もが自分らしく、いきい

きと輝ける未来」を実現することは、地球の

未来を守ることでもあり、「環境プレミアム」

の創出を追求するその先に、そのような壮大

なビジョンがあります。グループ一丸で環境

経営を深化させ、ステークホルダーの皆さま

から選ばれ続ける存在として、ともにより良

い未来へ進む好循環を築く。それが私たち

の使命であり、挑戦です。

従業員が環境教育サポーターを務める環境学習の様子
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 全社方針  環境経営

環境先進の強みに社会課題の解決を掛け合わせ、プレミアムな価値を創出

 環境経営の全体像

全国各地において、環境を起点と

する事業機会の拡大とエリア価値

の向上を一体とした取り組みを展

開し、3つの重点課題を中心とし

た環境課題の解決と社会課題の

解決を掛け合わせることで、他社にはないプレミアムな価値「環境

プレミアム」を創出しています。環境先進の強みで収益力の強化と

企業価値向上につなげ、資産価値やお客さまの体験価値向上を実

現します。

詳細は「2025環境経営レポート」をご参照ください

東急リゾートタウン蓼科のホテル

⻑野県のリゾートホテル平均を上回る稼働率向上
当リゾートでは、森林保全と地域共生を通じた持続可能な環境づくり

「もりぐらし」を推進。さらに2023年以降、自然環境を活かした顧客

体験価値の向上をめざした施策を強化しています。環境面では、資

源循環を目的としたエディブルガーデンの設置や、生物多様性モニ

タリングを目的とした参加型イベントを実施。社会面では、茅野市と

の連携、環境発信・地域連携の拠点として「TENOHA」を展開する

など、さまざまな取り組みを行っています。これらの活動は収益貢献

への寄与を実現させ、当リゾートの2024年度営業収益と客数利用

は対前年度増となり、長野県のリゾートホテル平均を上回る稼働率

向上を実現しました。

客室稼働率増加率（2023／2024）
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 東急リゾートタウン蓼科※1　  ⻑野県 リゾートホテル
※1 �東急リゾートタウン蓼科の宿泊施設（東急ハーヴェストク

ラブ蓼科、東急ハーヴェストクラブ蓼科アネックス、蓼科
東急ホテル）の2023年度、2024年度の稼働率を室数で
加重平均し算出した稼働率の増加率

※2 �営業収益：東急リゾートタウン蓼科の宿泊・飲食・ゴルフ・スキー・別荘の営業収益合計　 
客数：東急リゾートタウン蓼科に存在する3つの宿泊施設の宿泊・飲食・ゴルフ・スキー・アクティビティの客数合計　

※3 2024年東急ハーヴェストクラブ会員アンケートのうち有効回答に基づく割合

環境プレミアム創出の事例

環境プレミアム

環境課題の解決 社会課題の解決 環境プレミアム

Output

Environment Social Output

営業収益UP
前年度比 ＋5.8％

客数UP
前年度比 ＋2.9％

東急リゾートタウン蓼科  
実績（2024年度）※2

 
営業収益／客数UPの一因（仮説）

当社グループが取り組む 
重点社会課題

独自性の追求
環境エネルギー事業の強みを活かした 
まちづくりを先導

さらなる事業機会の拡大
環境課題解決を前提に事業活動を推進

持続可能な地域循環型社会の形成
 �事業進出により地域の課題解決・活性化に
貢献
 �地域パートナーとの共創でエリア価値向上

安心安全なまちづくり
 �街区再編／共同化などによる防災性向上
 �防災体制構築／地域コミュニティ形成
 �建物からまちへ、面のレジリエンス強化

事業機会の創出
業界を超えたパートナー共創で 
新たな事業機会を獲得

環境経営による付加価値創出
 �将来にわたる資産価値向上
 �お客さまの体験価値向上

持続可能なまちづくりを通じた 
エリア価値の向上

高い付加価値創出による 
収益力強化

環境先進を強みとした 
事業機会の拡大

3つの環境重点課題

脱炭素社会 循環型社会 生物多様性

 �自然のなかでの“憩い”への関心高まり

 �お客さま満足度の向上 
東急ハーヴェストクラブの会員アンケート※3 

「利用目的が自然体験」と回答した蓼科会員の割合：14.9%（他施設会員：7.6％） 
お客さま満足度：91.4%（2022年比＋2.4％）

 新規宿泊・訪問者の増加　

 周辺地域の⽅の利用　  再訪問者の増加
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